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自分の目指すものに向かって、 臆することなく一心に突き進んでいくこと

はぎの幸弘
プロフィ ール

●氏名萩野幸弘（はぎのゆきひろ）●生年月日昭和37年6月  生まれ (61 歳）●血液型A型●学歴昭和50年3月遠野

小、昭和53年3月遠野中、昭和56年3月遠野高普通科卒業、尚、本年3月に近畿短大商経科（通信）卒業見込み ●職歴昭

和56年 4月遠野市役所採用、平成2年6月岩手アバレル隊入社、平成11年 9月昧遠野（あえりあ遠野）開設準備室出向 (5 年
間勤務）、平成23年11 月岩手アパレル陳代表取締役就任（現在に至る）●主な経歴 遠野市防火管理者協議会会長、釜石地

区法人会副会長（遠野支部長）、釜石地域雇用開発協会理事、岩手県社会保険協会理事、遠野市議会議員 (3期12年）
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皆様方にはいつも温かいこ声援をいただき誠にありがとうこざいます。おかげさまで昨年9月から岩手県議会議員としての活動をス

タートさせていただき、現在に至るまで無我夢中で県議としての責務をしっかりと果たすべく努力を重ねてまいりました 。その間、当選

間もない9月定例会では早速一般質問の機会を頂き、知事や県当局と議論を交わすことが出来ました 。また、常任委員会は総務委員会

に所属し、副委員長を拝命いたしました 。さらに約30種類に及ぶ各種議員連盟等に関しては、そのすべてに入会し、現在も広範囲の

分野に及ぶ住民ニーズに的確に対応できるよう研鑽を重ねている最中です。私の県政に対するスタンスは 「是々非々」であり、 「住民の

ためになるか否か」、r岩手県全体或いは遠野市のためになるか否か」で判断してまいりたいと思っております。もちろん個人 的な判断

ばかりではなく、会派の一員として行動しなければならない場合もありますが、その過程においてしっかりと自分の意見を主張し、出来

る限り自らの判断を生かせる行動が可能となるよう努力を重ねてまいります。反面、自らの主張が通らなかった場合は、やむを得ず会

派の一員として同じ行動をとらざるを得ないる場合がありますが、それが本来の民主主義だと思いますので、皆様のこ理解をいただけ

れば幸甚です。

県議会議員の立場を拝命して約半年を経過いたしましたが、その間にも地域の課題は山積しております。特にも人口減少に伴う少子

高齢化は急速に進み、医師不足による福祉医療のひっ迫や、産業分野における人手不足及び後継者不足で経済の先行きが見通せない

状況にあるなど、様々な分野に影響が広がっております。また、東日本大震災の復興事業も道路整備等は一段落したといわ れておりま

すが、私としては、まだまだ道路 や橋りょう、水路などの生活インフラの整備は不十分であり、これからが本当の復興事業が始まると

言っても過言 ではないとさえ思っております。これらの課題は私の選挙区である遠野市においても例外ではこざいません 。私は、50年

後、100年後の住民に胸を張ってバトンタッチできる明るい地域を作るため、今からでもあきらめずに具体策を考え、それを実行に移

していきたいと考えております。ぜひ 皆様方の知恵も拝借し、遠野から元気を発信していこうではありませんか。私は今後も皆様の手と

なり足となって地域課題を県政や国政につなげ、一つでも多くの成果を上げるよう頑張ります。今後とも皆様のこ指導、こ鞭撻を賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。
岩手県議会議員 はぎの幸弘
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